
早いもので今年も半年が過ぎました。今年は梅雨時期の気温の変化が大きく
体調管理が大変だったと思います。どうか、くれぐれもご無理などなさらないよう、
ご自愛ください。6月議会は、11日から始まり30日に閉会しました。7月7日～9日は、
厚生常任委員会の視察に行って参りました。幸齢(高齢)化社会に向けて、地域包括

ケアシステムの構築に活かして参ります。今後とも、ご指導・ご鞭撻賜りますよう
お願い申し上げます。皆様のご多幸を心よりお祈り申し上げます。
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公明党
の実績

（裏面へ続く）

5月 1日 公明党議員総会
8日 ﾈﾊﾟｰﾙ大震災募金活動（佐賀駅前）
11日 全員協議会出席
16日 手をつなぐ育成会総会出席
20日 公明党女性局勉強会

県知事との意見交換会出席
23日 春の茶会出席

花の日式典出席
24日 公明党佐賀県本部臨時県本部大会
25日 有田町 曲川小学校視察(階段昇降機)

26日 街頭演説
27日 公明党党員会
29日 七山小学校視察（スカラモービル)

6月 4日 新人議員勉強会
5日 全体勉強会
6日 街頭演説
11日～30日 6月議会
13日 ボランティア協議会総会･式典･講演会
20日 公明党議員総会
24日 公明党党員会
28日 街頭演説

7月 5日 公明党九州夏季議員研修会
7日～9日 厚生常任委員会視察
11日 街頭演説
13日 議会だより編集委員会

6月4日新人議員と執行部の
勉強会 6月6日街頭演説(鳥栖市)

7月7日～9日厚生常任委員会視察

5月20日県知事との

意見交換会

６月定例会での登壇
◆一般質問
1.男女共同参画について
2.災害時における避難について
3.学校施設のバリアフリー化について
4.デイジー教科書について
5.地域包括ケアシステムの構築について

◆意見書
・地方単独事業に係る国保の減額調整措置

の見直しを求める意見書
・認知症への取り組みの充実強化に関する

意見書

◆議案質疑
・第６次総合計画策定事業174万円について

※詳しい内容は裏面へ

5月24日臨時県本部大会

山口党代表

山口知事

5月8日ネパール大震災被災者支援街頭募金活動(佐賀駅前)

木村県議野中佐賀市議



補正の主なもの【新規】 *鳥栖駅周辺まちづくり基本構想策定事業 2,051万円 *避難所看板等設置事業 300万円
*（仮称)健康ｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀー整備事業 5,000万円 *田代中学校普通教室等増築事業 4,000万円

（表から続く）◆平成27年度補正予算◆ 補正額 65,489万円 補正後 223億5,255万円

（トビトビなるままに）
18歳選挙権法が6月17日

に可決しました。
世界各国の選挙権年齢はお
およそ 9割以上の国で18歳
以上となっており今回の改正
は世界の潮流にも合ったもの
と言えます。この意義は、『若
者の声を政治に反映』するこ
と。日本が抱える政治課題
は若者の未来と直結してい
ます。若い世代の声に耳を
傾け、未来を見据えた政策
を作っていかなくてはなりま
せん。 スマイル通信はいか
がでしたでしょうか？ ご意見
など是非 お聞かせ下さい。

６月定例会 一般質問

1．男女共同参画につい
て

【飛松】男女共同参画の理
念は、女性には女性、男性
には男性、の社会的役割が
ある！という、男女特性論
を否定している。

第２次鳥栖市男女共同参画
行動計画及び鳥栖市ＤＶ被
害者支援基本計画の取り組
みと啓発活動を伺う。

【答弁者】各課において男
女共同参画の視点で推進し
ている。女性１３名、男性
６名の「とす男女共同参画
市民実行委員会」による啓
発事業の企画や実施。昨年
度は、デートＤＶ防止につ
いて、市内中学生の保護者
約二千名に啓発のチラシを
配布。女性の再就職支援セ
ミナーを実施。

２．災害時における避難について

【飛松】補正予算避難所看板等設置事業
300万円 ①避難所の基準 ②まちづく
り推進ｾﾝﾀｰと学校の役割は何か。
③まちづくり推進ｾﾝﾀｰﾄｲﾚ洋式化事業150

万円が予算計上され、避難所として様々
な方に対応が必要だと思うが、ﾄｲﾚ整備に
ついて ④災害時要援護者優先ルール
について ⑤バリアフリーの推進につ
いて
⑥障がい児・者の避難訓練について
⑦災害時支援手帳について

【答弁者】①想定される災害の影響が比

較的少ないこと。地域に身近な公共施設
で一定人数を収容できること。
②まちづくり推進ｾﾝﾀｰは、自主避難所。

小中学校も､被災された方等が一時的に避
難生活を送るための避難所として指定。
③今回は、各施設のﾄｲﾚのうち、和式便器

のみが設置されている箇所について便器
の洋式化を図るもの。
④災害が発生した場合､健常者より避難行

動要支援者が優先されることを､防災出前
講座･防災訓練等、普段の生活でも要支援
者に配慮する心がけを市民に啓発する。
⑤避難行動要支援者専用避難場所は、社

会福祉会館・高齢者福祉施設・障害児通
園施設ひかり園を指定している。
⑥障害児・者を対象とした訓練まではい
たっていない。
⑦自分の疾患や障害の特性に応じ、医薬

品・医療機器、避難場所・避難経路等、
特性にあった手帳を災害支援手帳として
持つことを推進していきたい。

3．学校施設のﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ化について

【飛松】学校施設は、地域ｺﾐｭﾆﾃｨ
の拠点・災害時の避難所としての
役割があるが施設のﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ化など、
体が不自由な方への取り組みにつ
いて

【答弁者】ハンディキャップを有
する児童生徒入学時に、段差の解
消･手すりの新設･多目的トイレの
整備、トイレの一部の洋式化・入
り口のスロープの設置、手摺りの
新設など行ってきた。体育館を避
難所として利用する場合、仮設の
スロープ等を設置し対応する。４．デイジー教科書について

【飛松】デイジー教科書の教科書
センターが基里小学校に設置され
たが、今後どのように活用される
のか。

【答弁者】デイジー教科書は、弱
視や「読む」「書く」といった能
力の習得が難しい児童生徒に効果
的だ。今年度中に弱視の特別支援
学級において活用を考え、秋まで
には基里小学校で、デイジー教科
書のサンプルの閲覧行えるように
準備を進めたい。5.地域包括ｹｱｼｽﾃﾑの構築について

【飛松】今後の本市の取り組みにつ
いて、市長の見解をお伺い致します。

【答弁者】様々な機関で様々な取組
みが行われており、そのいずれにも
市や介護保険課も参画し、行政機関
同士の綿密な連携を図っている。

認知症への取り組みの充実強化に関する
意見書

①人口減少問題に取り組むいわゆ
る地方創生作業が進む中、地方
単独事業による子ども等に係る医
療費助成と国保の国庫負担の減
額調整措置の在り方について、早
急に検討の場を設け、結論を出す
こと。

②検討に当たっては、少子高齢化
が進行する中、子育て支援、地方
創生、地域包括ケア等の幅広い観
点から実効性ある施策を進めるこ
とが必要であり、そうした観点から
子ども等に係る医療の支援策を総
合的に検討すること。

地方単独事業に係る
国保の減額調整措置の
見直しを求める意見書

①認知症の方々の尊厳、意思、プライバシー等が尊重さ
れる社会の構築を目指し、学校教育などにより認知症への
理解を一層促進するとともに、認知症の予防・治療法確立、
ケアやサービスなど認知症に対する総合的な施策につい
て、具体的な計画を策定することを定めた「認知症の人と
家族を支えるための基本法（仮称）」を早期に制定すること。

②認知症に見られる不安、抑うつ、妄想など心理行動症
状の発症・悪化を防ぐため、訪問型の医療や看護サービス
などの普及促進を、地域包括ケアシステムの中に適切に
組み入れること。

③自治体などの取り組みについて家族介護、老老介護、
独居認知症高齢者など、より配慮を要する方々へのサー
ビスの好事例（サロン設置、買物弱者への支援等）を広く
周知すること。

④認知症施策推進総合戦略（新オレンジプラン）の効果を
見極めるため、当事者や介護者の視点を入れた点検・評
価を適切に行い、その結果を施策に反映させること。

◆ 意見書を２つ提出 ◆全会一致で可決致しました。

ホームページと Facebookを開設しました(*^▽^*)

HP➡ http://www.komei.or.jp/km/tosu-tobimatsu-taeko

http://www.komei.or.jp/km/tosu-tobimatsu-taeko

